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まったので、お客さまを呼ぶのにどうしたらいいかというご相談をいただいたとき、日本初のCO2排
出ゼロの道の駅にされたらどうですかというご提案をさせていただきました。現在、CO2を全く排出し
ない日本でただ一つの道の駅ということで、NHKの取材等も来てくれてお客さまも増えたという事
例です。 
私どもの本業のPOP、販促ツールを製造、お届けする上で排出しているCO2については、森のク
レジットや削減系のクレジットなどを使ってCO2ゼロにしてお届けさせていただいています。私ども
の工場では再生可能エネルギー比率100％の電気を使っています。「SBT」の「スコープ3」に即し
て言えば、CO2ゼロでの商品のお届けによって仕入れパートナーを通じてCO2を減らしているという
ことになるので、私どものパートナーさんのCO2削減目標にも寄与しているということです。 
以上のようにCO2排出量を減らす努力をし、森林クレジットを活用し森林サポートをしながら受注
生産で商品をお届けしているので、全く無駄なものはお届けしていません。SDGsの「つくる責任、
つかう責任」。ここを完全に果たしている状態ができます。それから、気候変動への具体的な対策
をとる。森林をサポートすることは海を助けることにも、陸を助けることにもなってきます。このように
関連をたどっていくと、私どもはSDGsの10の項目（下図）をフォローしている企業になります。 
こんなことでまとめます。これから考えなければいけないのは、経済成長とともに増えていくCO2
排出量。それでは駄目だというところを、どうやって自分たちが考えていくか。ちょうどいい概念はな
いのだろうかということを、最近あちこちで投げかけさせていただいています。 
「ちょうどいい」というのは、経済が成長したらCO2も減らすという部分をもって「ちょうどいい」という
こともあるのではないかということです。 
  
